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（第三報）東海環状自動車道 外回り 埋設物損傷事象

施工フロー改善
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今後の取組
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①ルール、手順を確実に遵守させるにはどうすれば良いか

・語呂合わせでチェックを行う。（「ま、い、せ、つ、を」作業前確認項目）

ま まず図面確認

い 位置を把握

せ 全員に周知

つ つながる安全

を 思い込みダメ！ぜったい！

・安全巡回を3回/週実施し近接施工状況を確認するよう、チェックシートに項目を追加する。 （他者目線のチェック）

・安全巡視に技能職を積極的に同伴させて技能職同士で注意しあえる環境を作る。

・現地埋設確認を実施する時間を記載した手順書を作成する （時間の確保）

・手順書にあわせての指差呼称を作業員全員で行う。

・繰り返し安全大会で教育の継続

・e-YACHOを活用してチェックリストを作成し現場で申請、埋設責任者か担当者の確認が取れるまで作業を実施しない。

それによって確実に現地チェックしたことを立証する。

②他人事（ひとごと）ではないこと、一歩間違えば犯罪者になる可能性もあることを教え込むにはどうすれば良いか。

『実際に起こった事故事例で気を付けなければとは思うが、現場では指示されれば確認をせずそのまま行う。一人一人が

高い安全意識があるかというとその役目は、職長・担当にあると思っており指示されれば疑問に思うこともないと思われている。

事故事例では、その後どうなったかはわからないので弁償が発生したこと、ケーブル工事費を負担したことなどわかれば自分がやってしまったら

と考えさせることが必要。根本には、やっても許されるという風潮がある。現在、不注意で埋設物を損傷させて業務が止まっても他の業務が

なくなるわけではないので安易に考えており業務がすべて中止になり他の作業員や他社にも迷惑が掛かっていることを理解させれば他人事と思わない。』

上記のことから次の対策を考案します

①埋設物に関しては損傷させると損害が大きいと教育訓練で資料を使って話をするものの作業従事者全員が自分事と捉えていないので

過去に発生した埋設物の事故の詳細を直接KDDIから提供してもらい、講師として招いて講話を実施。

その時ケーブルを切った本人や会社がその後どのようになったかを話してもらう。

②現地確認時に、職長は施工作業員となる者を指名し、現地確認できたか尋ね（指差し確認）、回答に責任があると感じてもらう。



１. 事象日時： 2026年1月6日（火） 10時30分ごろ

２. 発生箇所： 東海環状道 外回りKP10.4付近（勘八橋上）

３. 受注者名： 中日本ハイウェイ・メンテナンス名古屋（株）

４. 工事名 ： 2025年度 中央自動車道 ●●管内維持修繕業務

５. 事象概要： AA対応のため舗装小補修（人力はつり）を実施していたところ路肩に埋設されていた路温計のケーブルを切断したもの

６. 被害状況： 人的被害：なし

物的被害：路温計1基

７. 時系列 ：1月6日 10：00 舗装補修作業開始

10：30 切削完了

15：31 一宮制御室から●●施設●●点検班へ路温計の不具合発生を連絡

16：05 ●●現地到着し舗装補修が実施されていることを確認

16：15 施設担当課長より保全計画課長へ舗装補修に伴い路温計のケーブルが切断された可能性がある旨報告

16：20 保全計画課担当者よりメンテに路温計付近での作業実施可否の問い合わせがあり本事象が判明

16：40 切削ガラの中から温度計を発見

16：50 メンテ本社へ報告

17：15 全社員と協力会社に事故の共有を実施

翌日の舗装小補修作業は中止し対策を検討する

17：25 保全施設課による現地立会い確認の結果損傷ありと確認された

1月7日 9：00 緊急安全大会（小集団）

８．原因 ： ・AA/Fの変状であるため本来本補修については指図すべきであったが、性能規定として実施したため作業前にNEXCOによる

作業内容及び管理用図面の確認ができなかった。

・メンテ担当者は管理用図面を確認していたものの当該箇所において過去に路温計本体の撤去を

伴う舗装打換を実施していたため、埋設されていないものと思い込みその内容を作業員まで周知出

来ていなかった。 （実際は路肩に再設置されていた）

・現地に埋設標示板があったが上記の通り作業員も路温計は撤去済みと思い込み施工してしまった。

※作業状況に関しては３ページ目に記入 3
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９．対策 ： ・各工種の作業手順書に「作業従事者全員で管理用図面の確認を行う」旨を追記し、朝礼時に確認を行う。

・現地KY時においても上記と同様の確認を実施し、埋設物損傷の危険性がある場合には現場責任者

及び必要に応じて保全計画課に確認を行い、安全確認が取れるまで作業を実施しないよう徹底する。

メンテ独自追加対策

①年２回（４月、９月）に埋設物の協議及び取り扱いについて教育訓練を行っていたが、今回の事象を踏まえ「事業所として忘れ

てはならない事故」と位置づけ毎月の安全大会において埋設物の取り扱いについて繰り返し教育を実施する。教育訓練実施後

作業従事者に理解の確認を怠っていたため、確認テストを実施し理解をしたか確認を行う。

②計画段階で現地に赴き現場責任者と舗装担当者で事前調査を実施し施工場所の確認を実施。その後ネクスコ保全計画

に報告して安全な施工範囲を決定してもらう。

③施工前、現地KY時作業員全員で埋設位置の確認と埋設図の統合性を確認しKY用紙にチェックを入れる。

④現地での埋設物図面の確認方法が不十分であった為、埋設図を携帯し常時確認できるようにするため、携帯用ファイルを用意

し朝礼、現地で再度確認を行う。また作業中に異常箇所を発見した作業員は現場責任者に報告し1度作業を中断

して埋設図の間違いが無いか双方で確認する。

⑤週間工程会議において翌週の作業の内、近接作業に該当するものを管理用図面をベースにNEXCO・

メンテ両者で確認する。

対策④の携帯状況写真
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施工前 斫り後

路温計埋設箇所



6

第三報）東海環状自動車道 外回り 埋設物損傷事象

現場作業員配置図
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KY用紙（改訂版）
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作業手順書（改訂版）
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1/6 17:15
全社員と協力会社に事故の共有を実施

1/7 9:00
緊急安全大会及び事故対策検討会実施


